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【論文内容の要旨】 
本論文は、鎌倉時代の慶派仏師による彫刻作品を主な対象として、様式論、図像学、さらには機能論の手法に
より考察したものである。 
様式論と題する第 1章では、運慶・快慶らの次世代を担った仏師、肥後定慶(1184～？)の作品を俎上にのせる。
第１ では、貞応 3 年(1224)の大報恩寺六観音像のうち准胝観音像、嘉禄 2 年(1226)の鞍馬寺聖観音像を取り上
げる。両菩薩像については、とりわけ頭髪や着衣の装飾性に定慶の特質を認め、以降の作品に一定の影響を与え
たことが指摘されてきた。しかし、厳密な様式比較の結果、定慶作品とその影響下にあるとされてきたいわゆる
「定慶様」作品との間に直接的な影響関係は認め難く、むしろ共通の規範として宋代美術の受容を深めた運慶晩
年期の菩薩像の存在が想定されるとの可能性を導き出す。第 2 節では、大報恩寺六観音像のうち十一面観音と聖
観音に注目し、前者は奈良時代末から平安時代初期の十一面観音の檀像、後者は比叡山横川の本尊に代表される
平安時代後期の聖観音像を規範としており、6体中での様式差が担当仏師の違いによるものではなく、規範とされ
た古像のイメージに基づくことを指摘した。第 3 節では、東京芸術大学毘沙門天像を取り上げ、装身具と甲の形
式について検討し、文治 2 年(1186)運慶作の願成就院毘沙門天像以降、慶派作品で踏襲された形式、とりわけ 12
世紀末再興の東大寺大仏殿四天王に範をとる四天王像に採用された新形式を取捨選択しながら構成されているこ
とを指摘した。また、ほぼ同時期に制作された湛慶作の高知・雪蹊寺毘沙門天像との比較から、定慶が湛慶より
も新形式を積極的に採用していると評価する。 
鎌倉時代前期彫刻と図像との関係に焦点を当てた第 2 章では、第 1 節において神奈川・阿弥陀寺文殊菩薩像を
取り上げ、形制及び作風の検討から鎌倉時代初期にさかのぼる慶派仏師の作と推定し、また阿弥陀寺の地理的条
件を考慮して箱根権現の本地仏だった可能性を指摘する。さらに、衣褶表現が米国・サンフランシスコ・アジア
美術館「五字文殊図」と類似することに注目し、制作にあたり宋本図像ないし宋仏画、もしくはサンフランシス
コ・アジア美術館本のようなその忠実な転写本だった可能性を指摘した。第 2 節では、鎌倉時代前期の十二神将
像 3 具、すなわち京都・浄瑠璃寺伝来像、奈良・興福寺東金堂像、神奈川・曹源寺像について図像との比較を試
み、前 2 者は同系統の図像に依りながらも図像写しの態度が異なることを指摘し、一方、曹源寺像は図像との関
係が希薄で、むしろ同時期のいわゆる大仏殿様四天王像と類似する点の多いことを確認し、制作年代についても
建久年間(1190～99)ころとみなす従来説に再検討の必要があることを指摘した。 
第 3 章では、快慶初期の代表作のひとつとして知られる奈良・東大寺僧形八幡神像を取り上げ、この像が坐す
蓮華座に着目し、その特殊な構造からみえてくる像の機能について論じた。すなわち、特殊な構造は像の移動を
前提としたものと考えられ、奈良時代の大仏造立に際して八幡神が紫の輦輿に乗り、九州・宇佐の地から上洛し
てきたときの様子を演劇的に再現した祭礼である手掻会との関連が想定できるとした。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
本論文は、鎌倉時代前期の慶派作品を対象に考察した 6 編の論考からなり、各論考のアプローチ方法により様
式、図像、機能の 3 章立ての構成としている。本文は 400 字詰原稿用紙に換算して約 240 頁、これに 42 頁から
なる図版編を付している。 
様式論を展開する第 1 章は 3 節からなり、いずれも 13 世紀前半に活躍した肥後定慶作品について考察する。第
1 節では定慶の菩薩像を取り上げ、その特質とされる装飾的な頭髪や着衣について再検討する。定慶作品とこれま
でその影響下にあると考えられてきた他の菩薩像を詳細に比較し、両者に明確な相違があることに注目し、その
うえで両者にはむしろ共通の規範があった可能性を指摘し、運慶晩年の菩薩像こそがその規範であったと推論す
る。宋代美術の受容を推し進めた運慶の晩年様式を復元的に推察し、定慶ではなく運慶を起点とする鎌倉彫刻の
様式展開を想定したこと、さらには定慶が運慶様式の最も正統的な継承者であったことを示したことは、鎌倉彫
刻の展開史に重要な視点をもたらしている。第 2 節では大報恩寺六観音のうち十一面観音、聖観音の様式を検討
し、十一面観音が平安初期の檀像彫刻を範とするのに対して、聖観音は平安後期の作例を範とし、それが両像の
作風を決定付ける要因となったことを指摘する。六観音像は、一具としての統一性を図りながらも作風に幅があ
ることについて、これまでは担当仏師の相違に要因が求められてきたが、それを異なる規範の存在に帰すべきと
の指摘は説得力に富み、当時における模刻や工房制作のあり方に新たな問題を提起している。第 3 節では東京芸
術大美術館の毘沙門天の甲や装身具の形式について分析し、湛慶作の高知・雪渓寺像に比して新形式の採用に積
極的であり、そこに定慶の特質が看取されるとする。第 2 章は 2 節からなり、いずれも彫刻とその典拠とされた
図像との関係について考察を試みている。第 1 節では、神奈川・阿弥陀寺に伝来する文殊菩薩像について、様式
の検討から鎌倉時代初期の慶派作例と比定し、箱根本地仏であった可能性に言及するとともに、特徴的な衣文の
彫法に着目して宋本図像を写した可能性を指摘する。第 2 節では、鎌倉時代前期の十二神将のうち浄瑠璃寺伝来
像、興福寺東金堂像、曹源寺像について、それぞれ図像との関係を検討するとともに、曹源寺像の制作年代につ
いて従来説に疑義を呈している。機能論と題する第 3 章では、東大寺僧形八幡神像の蓮華座の特殊な構造から、
本来は像を神輿に乗せて移動することが想定されていたと考え、八幡神の宇佐から奈良までの上洛の様子を演劇
的に再現する手掻会の御神体とされた可能性を指摘する。 
このように本論文は、様式論、図像学という美術史学の最も伝統的な方法論と、近年の仏教美術研究において
重視されている機能論とによりながら、鎌倉時代前期の諸作例について考察したものである。6 編の論考のうち、
特に肥後定慶の菩薩像を論じた様式論の2編は、鎌倉彫刻史研究に新たな指針を提示したものとして評価したい。
一方、他の 4 編については、多様なアプローチを無難にこなしてはいるものの、考察が断片的であったり、結論
が推察にとどまっていたり、なお深化が求められる。しかしながら、それらの論考で提示された新知見は今後の
鎌倉彫刻史研究の基礎的情報の一つとなることは間違いない。よって本論文を博士（文学）の学位にふさわしい
ものと認定する。 
